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1 先行研究
• 立花明彦 (図書館サービス研究グループ)「科
目における障害者サービス論の展開についての
検討」『図書館界』65(2), 2013.7, p.136–143.
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–「図書館サービス特論」で“障害者サービス
論”(2012年度)

佛教大・京都産業大 (前田章夫氏)

大阪樟蔭女子大・帝塚山学院大(福西敏文氏)

明治大
専修大
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– 専大以外は、JLAの図書館員選書『障害者
サービス』に基づいている
序章 始めよう障害者サービス 全ての人に図書館サービスを
1章 障害者サービスとは
2章 図書館利用の障害とは
3章 サービス
4章 障害者サービスのための資料
5章 障害のある子どもへのサービス
6章 サービスを進めるための環境整備
7章 障害者サービスを行う人一養成と教育
8章 図書館サービスとネットワーク
9章 障害者サービスの運営と実務
10章 障害者サービスを支える法規・制度
終章 障害者サービスの将来
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–「図書館情報資源特論」で“障害者情報資源
論” (2013年度)

奈良大(福西敏文氏)
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2 方法
• 立花の開講大学の他、“障害者サービス論”で
ネット検索するなどし、開講大学を収集
← 網羅的ではない可能性
← 国内のみ

5



3 開講大学
• 8大学が開講
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佛教大「図書館サービス特論」
現在は“学校図書館サービス論”に

奈良大「図書館情報資源特論」
現在は“地域資料論”に
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3.1 京都産業大
• 図書館サービス特論
• 園田 俊介
• 8回 1単位
• 身体的な障害だけを指すのではなく、諸事情に
より図書館サービスを受けられない人々も含ま
れる

• 前田先生のときのシラバスとは異なる
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3.2 大阪樟蔭女子大
• 図書館サービス特論
• 福西 敏文
•『図書館利用に障害のある人々へのサービス 上
巻 補訂版』に沿って

• WHOの障害の定義、点字やバリアフリー絵
本、LLブックなどの情報資源・対面朗読・「読
書バリアフリー法」「障害者差別解消法」
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3.3 帝塚山学院大
• 図書館サービス特論
• 原田 敦史
堺市立健康福祉プラザ視覚・聴覚障害者セン
ター

•「障害者への図書館サービス論」で、「障害者を
知る」が7回
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3.4 関西大
• 図書館サービス特論
• 原田 敦史
帝塚山学院大と同じ担当者で、内容も概ね同じ
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3.5 神戸松蔭女子学院大
• 図書館サービス特論
• 槻本 正行
• 8回 1単位
• とりわけ図書館利用に障害を持つ人々にフォー
カシングして

•「障害者サービス(3回)」「多文化サービス(1

回)」「アウトリーチ・サービス(1回)」
•「課題解決支援型サービス」も1回

12



3.6 明治大
• 図書館サービス特論
• 佐藤 聖一
JLA障害者サービス委員会委員長、埼玉県立久
喜図書館

• メディア授業のみ
• 障害者への対象別サービスではなく、「図書館
利用に障害のある人々へのサービス」

• 概論2回・資料論2回・サービス論7回
•「高齢者へのサービス」「多文化サービス」も
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3.7 専修大
• 図書館サービス特論
• 野口 武悟
学校図書館だけでなく特別支援教育にも詳しい

•「図書館利用の障害」を取り除く取り組みを
「障害者サービス」という

• 野口武悟・植村八潮編著『改訂 図書館のアク
セシビリティ』が教科書

• 館種別の取り組みの説明も
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3.8 鶴見大
• 図書館サービス特論
• 元木 章博
専任の先生で、点字などに興味

• 図書館のことだけするわけではない
– 3Dモデルを使った立体表現(第6回–第9回)

– 点字(第10回–第13回)

• マンガ(うおやま『ヤンキー君と白杖ガール』)

1巻を教科書として指定
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• 図書館学演習3 (ドキュメンテーション学科専
門科目)

• 小南 理恵
専任の先生

• 社会的少数者を対象とした図書館サービス
•「障害者サービスの現状と課題」「「ホームレス」
と図書館」「性的マイノリティと図書館」など
に触れた後、学生が発表
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4 まとめ
• 詳しい人が担当することが多い
• 担当者によって内容は異なる
• 教科書として使える本は出ている
• 近畿地区で多く開講される?
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